
仙台市国民保護避難実施要領作成マニュアルの概要

国民の保護に関する基本指針（法第32条）

宮城県国民保護計画（法第34条）
仙台市国民保護計画（法第35条）

仙台市国民保護避難実施要領作成マニュアル

国民保護法

法・国基本指針・国民保護計画・本マニュアルの関係イメージ図

〇 本マニュアルの位置づけ（法や市国民保護計画等との関係）や作成の趣旨等を記載。

第１章 総論 【P1～】

避難実施要領のパターンの作成の手引き
（消防庁）

〇 第１節 初動体制 【P14～】

危機発生時の初動連絡体制や危機管理レベル、武力攻撃事態等の事態認定の有無に応じた本
市の体制等を記載。

〇 第２節 その他の危機の発生を覚知した場合の対応 【P18～】

「災害」、「武力攻撃災害等」、「新型インフルエンザの発生」以外の緊急な事態又は当該事態が
発生する明白な危険が切迫していると認められる事態に至った場合の本市の対応体制を記載。

〇 第３節 情報収集等及び広報 【P27～】

情報収集に係る基本的な考え方や収集すべき項目に応じた情報収集先、広報活動の考え方等
を記載。

〇 第４節 弾道ミサイル攻撃における体制と初動措置 【P37～】

弾道ミサイルが発射された場合における本市の体制や初動措置に係る基本的な考え方等を記載。

〇 第１節 危機発生時の対応の流れ 【P3～】

危機発生時の本市の対応に係る基本的な流れや、国が武力攻撃事態等に至ったことを受けて
事態認定を行い、国民保護措置を講じる場合における国・県・市間の業務フロー等を記載。

〇 第２節 警報及び避難の指示等 【P8～】

国が事態認定に伴う国民保護措置として警報の発令や住民の避難措置を指示した場合におけ
る、警報の伝達や住民避難に至るまでの指示の流れ、避難の形態（①屋内避難、②市域内の避難
（域内避難）、③域外への避難（域外避難〉）に係る基本的な考え方を明示。

第２章 国民の保護に関する措置の仕組み 【P3～】

第３章 初動連絡体制の迅速な確立及び初動措置 【P14～】

※仙台市国民保護対策本部又は緊急対処事態対策本部をいう。

〇 市対策本部を設置する場合の手順や市対策本部の組織構成、市対策本部長の権限等を記載。

第４章 市対策本部（※）の設置等 【P45～】

〇 避難の検討における留意事項等を記載。
〇 具体的には「避難の検討に当たっての基本的な流れ」、「本マニュアルにおいて対象とする武力攻
撃事態等の類型（計8類型／下表中①～⑧）」、「特に緊急性が求められる事態（弾道ミサイル攻撃、
ゲリラによる突発的な攻撃等）に係る留意事項」、「避難対象者の把握、避難施設、避難誘導等に係
る留意事項」、「特異な状況（放射能・生物剤・化学剤等による攻撃が行われた場合、天候等が悪条
件の場合等）に関する留意事項」、「情報の伝達・提供に関する留意事項」等により構成。

第５章 避難の検討における留意事項 【P49～】

〇 基本的な避難のパターンとして、「時間的余裕」や「避難先」の観点から下記の３パターンを示すとと
もに、この３パターンを基本に、更に「避難指示の対象」や「避難指示の期間」を考慮して「避難実施
要領の作成例」を作成する旨の方針を記載。併せて、各避難のパターンの特徴や避難上の留意点を
記載。

第６章 避難のパターンの考え方とその特徴 【P68～】

武力攻撃事態等の類型（国民保護基本指針及び市国民保護計画に基づく）

武力攻撃事態
①着上陸侵攻、②弾道ミサイル攻撃、
③ゲリラや特殊部隊による攻撃、④航空攻撃

緊急対処事態
⑤危険物内在施設等への攻撃、⑥大規模集客施設等への攻撃、

⑦大量殺傷兵器等を使用した攻撃、⑧交通機関等を用いた攻撃

〇 避難実施要領の構成、様式、作成の流れ、記載要領を記載。

第７章 避難実施要領の作成における基本事項 【P73～】

〇 第７章までの考え方を踏まえ作成した８種類の「避難実施要領の作成例」を掲載。

第８章 避難実施要領の作成例 【P89～】

避難のパターン
「避難実施要領の作成例」
作成に際し想定した事態

避難先 作成番号

避難のパターン１

「時間的余裕がなく、緊急に屋内避難させ
る必要がある事態」

弾道ミサイル攻撃（着弾前） 屋内避難 １

避難のパターン２

「屋内避難が基本
となるが、状況によ
り域内避難させる
必要がある事態」

避難のパターン２－１
屋内避難のみの場合

交通機関等を用いた攻撃 屋内避難 ２

避難のパターン２－２

屋内避難後、域内避
難を短期間行う場合

弾道ミサイル攻撃（着弾後） 域内避難 ３

危険物内在施設等への攻撃
①屋内避難 ４

②域内避難 ５

避難のパターン２－３

屋内避難後、域内避
難を長期間行う場合

ゲリラや特殊部隊による攻撃
①屋内避難 ６

②域内避難 ７

避難のパターン３
「域外避難を行うと考えられる事態」

着上陸侵攻 域外避難 ８

基本的な避難のパターン

避難のパターン１： 「時間的余裕がなく、緊急に屋内避難させる必要がある事態」
避難のパターン２： 「屋内避難が基本となるが、状況により域内避難させる必要がある事態」
避難のパターン３： 「域外避難を行うと考えられる事態」


